Development of Junior High School Home Economics Classes Related to Contact With Infants that Encourages Self-acceptance by Kando, Etsuko et al.
【原　　著】
生徒の自己受容を促す幼児との触れ合い体験に係る中学校
家庭科の授業開発
考藤　悦子　片山　美香　髙橋　敏之　西山　修
Etsuko KANDO，Mika KATAYAMA，Toshiyuki TAKAHASHI，Osamu NISHIYAMA
Development of Junior High School Home Economics Classes Related to Contact 
With Infants that Encourages Self-acceptance
2018
岡山大学教師教育開発センター紀要  第8号  別冊
Reprinted from Bulletin of Center for Teacher Education
and Development, Okayama University, Vol.8, March 2018
原　　著
【研究論文】
岡山大学教師教育開発センター紀要，第８号（2018），pp.15−29
生徒の自己受容を促す幼児との触れ合い体験に係る中学校
家庭科の授業開発
考藤　悦子※１　片山　美香※２　髙橋　敏之※２　西山　修※２
　中学生の幼児との触れ合い体験の意義については，先行研究によって示されてきたが，体験の何
が効果を及ぼしているのか，実証的な研究は未だ少ない。そこで本論では，「他者から受容される
経験が，自己受容を促す」との実践的な仮説を立て，触れ合い体験による他者から受容される経験
が，自己受容を促す可能性を検討する。触れ合い体験において，幼児は先入観や条件なしに関わっ
てくることが予想される。そのような幼児に受容される体験は，生徒にとって日常的な人間関係と
は異なる，得難い経験となり得る。そこを意図的に強化することで，合理的に意義ある授業を作る
ことが可能となると考える。また，将来の子育てに繋がる，長期的な効果も期待できる。本論では，
こうした仮説に基づき，生徒の自己受容に焦点を当て，これを促す中学校家庭科保育領域の授業を
開発し報告した。
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Ⅰ　研究の意義と目的
　現行『中学校学習指導要領』において，幼児と触れ合うなどの活動を通して，幼
児への関心を高め，かかわり方を工夫できることが，全ての中学生が学ぶべき内容
として明示された(文部科学省，2008)。この触れ合うなどの活動とは，中学生が幼
児と身体的に触れ合うことも含め，話したり遊んだりしてある一定時間を共に過ご
すことを指す。中学生が学ぶべき内容が，現在のように変化してきたことは，少子
化の進展，子育て世代の育児不安や児童虐待の増加などを現代の課題と捉えている
ことの反映と言える。全ての中学生が幼児と触れ合う体験を持つと明示されたこと
は，幼児への関心が強く，関わることに意欲的な生徒だけではなく，幼児と関わる
ことに苦手意識を持つ生徒にもその機会が与えられることになる。好むと好まざる
とに関わらず，すべての生徒が将来，親世代になり得ることを考えると，この時期に，
この体験を位置付ける意義は大きい。本論では，これらの体験を「幼児との触れ合
い体験」の表現で統一することとする。ただし，引用した部分については，この限
りではない。
１　触れ合い体験のこれまでの検証
　これまで，幼児との触れ合い体験に関して，中学生のどのような要因が取り上げ
られ，どのようにその変容が検討されているのだろうか。伊藤(2003)は，中・高校
生の親性準備性を「将来，親の役割を果たすこと」に限定した資質と捉えるのでは
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なく，生涯発達的な視野から「子育てを支援する社会の一員としての役割を果たす
ための資質」と捉えている。この定義に基づき，「子ども・子育てに関する意識」「自
分の性の受容性」「同性の親への同一化」に加えて，「対子ども社会的自己効力感」
尺度を作成し，親性準備性の発達について検討している。佐藤(2004)は，中学生の
乳幼児との触れ合い体験において，体験の前後で，乳幼児像が具体的になり親の育
児責任を認識するようになったことを明らかにしている。同時に，体験以前に乳幼
児との触れ合い体験が乏しい群と，触れ合い体験がある群では，変化が異なり，体
験が乏しい群では，乳幼児像が具体的になり，体験がある群では，親の育児責任を
強く認識するような変化が認められたことを報告している。乳幼児との触れ合い体
験以前の触れ合い体験の意義が確認されており，体験の蓄積が乳幼児に対する心象
の変化や育児責任の強化に繋がるのではないかと考えられる。伊藤(2005)では，「親
性準備性」の重要な構成要素である「子どものイメージ」の発達の様相を，中学生・
高校生を対象に調査し，学年進行，性，子どもへの親和との関連性から分析している。
その結果，子どものイメージは，中学と高校，男女で異なっているが，子どもへの
親和の水準による違いが最も大きいと分析している。
　他方，触れ合い体験による心理的要因の変化に焦点を当てた研究群もある。中嶋
ら(2004)では，第１報として高等学校家庭科における保育体験学習者の意識変容過
程と授業実践との関連を構図化している。続く第２報として，砂上ら(2005)は，保
育体験学習を通した意識変化を情動的経験と捉え，この体験学習の大きな意義の1つ
としている。そして，乳幼児や保育に対する理解だけでなく，体験学習を通しての
自分自身の変化もまた学習の内容であること，自分自身を顧みることが重要な学習
であることを指導の中で強調すべきと述べている。鎌野・伊藤(2010)は，家庭科の
乳幼児との触れ合い体験の意義として，この体験への興味・関心に関わらず，全て
の生徒に乳幼児と触れ合う機会を与えることを挙げている。乳幼児との触れ合い体
験の直前・直後の生徒全員を対象とした乳幼児像の変容と消極的だった生徒の自己
効力感の変容を数値化しており，乳幼児や保育学習への興味・関心の低い生徒の自
己効力感が向上することを明らかにしている。叶内・倉持(2015)は，中学生と幼児
との触れ合い体験前の調査で自尊感情が低いと判断された生徒２人に注目し，体験
後の自尊感情の変容とナラティブの記述を比較・検討している。このナラティブは，
幼児と出会い別れるまでの事実と，その間の自分の思いや相手の感情等を物語風に
まとめたものを指している。触れ合い体験によって，１人の生徒は自尊感情が向上し，
もう１人の生徒は自尊感情が低下している。２人が接した幼児の姿は，甘えてきたり，
笑いかけてきたりする一方で，不快になる言葉を使ったり，行動を取ったりするよ
うな日常的な幼児の姿と，捉えられている。しかし，中学生側の受け取り方によって，
異なった感情が引き出されていることが明らかになっている。このように，いくつ
かの研究から，触れ合い体験の意義が明らかにされており，主に学校現場で重要と
考えられている生徒の自己効力感，自尊感情を育むことなどに焦点が当てられてい
る。
　しかし，砂上ら(2005)が触れ合い体験の意義として挙げているように，体験を通
しての自分自身の変化もまた学習の内容であること，自分自身を顧みることが重要
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な学習であることを，指導のなかで強調すべきと考える。保育領域の学習においては，
自分の幼児期を振り返り，周りの人々との関わりを通して今の自分があることに気
付くことができる。特に，幼児が親や保育者に受容されることによって基本的信頼
感を獲得し，他者との関わりを広げたり深めたりしながら，他者への信頼感を獲得
していくことに関する学習は重要である。ハヴィガースト(Havighurst,J.R)によっ
て指摘されてきたように，乳幼児期はもちろん，成人期や高齢期などの発達過程にも，
是非とも達成しておかなければならない課題があり，その課題を達成しつつ，生涯
を通して発達し続けることを知る意義は大きいと考える。このような保育領域の学
習を通して，今の自分の発達過程を認識すると共に，人生のどの時期にもその時々
の発達課題があること，短所も長所も含めて，これが自分であると肯定的に捉える
ことができるようになると考える。そこで，本論では，ありのままの自分を受け容
れる構えや態度とされる自己受容（self acceptance）に着目する。
２　自己受容に着目する意義
　板津(2006)は，自己受容性，社会適応性，対人態度・対人行動との関係や，対人
行動の基盤の１つになる自己感情等についての研究によって，適度に自己受容して
いる人は良好な対人関係をとることができる，と指摘している。言い換えれば，良
好な人間関係が自己受容のみによって達成されているとは言い得ないが，重要な要
因になり得るとしている。また，春日(2015)は，近年子どもの不登校やいじめ，非
行等の問題の背景に，共感性や人間関係形成力の乏しさが指摘され，学校現場では
子どもの自尊感情や自己肯定感を育むことが重要とされていると述べている。しか
し，自己受容は他者受容と密接に関連すると考えられ，また良好な人間関係とも関
連することが示唆されたことから，今後教育現場では自己への肯定的な感情である
自尊感情や自己肯定感だけでなく，他者との関係に密接に関連する自己受容に注目
することが必要と，指摘している。図１には，春日(2015)による「自己受容と他者
との関係」を示した。
　ロジャーズ(Rogers,C,R.)は自己受容の状態について，様々な表現をしているが，
「良い面も悪い面も，また，以前には抑圧されていたものをふくめて，自己の衝動や
態度を受容する」(Rogers,1944)，「価値のある人間として歪曲や拒否(distortion 
or denial)なしに，自己自身の経験を知覚することのできる人間として，彼の標準
や価値の基礎を他人の態度や他人の希望におくよりも，むしろ自己自身の経験にお
くことのできる人間として受容する」(Rogers,1950)，
「自己自身を好きになること」(Rogers,1953)などと定
義している。一方，國分(1979)は，自己受容とは，「あ
るがままの自分を許すこと」「自分をとがめないこと」
「自分で自分をいたわること」と定義している。すな
わち，自己受容とは，「あるがままの自分を受け容れ
ること」と言える。
　それでは，自己受容と諦めとの差異は何であろう
か。沢崎(1984)は，自己受容とは，ありのままの自分
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を受け容れることであるから，一方では諦めや自己満足，開き直りなどと誤解され
やすいが，決してそうではないと述べている。これら３つの状態は問題に直面する
ことなく，それを回避したり，そこに止まろうとして，安易に現状に満足したりす
るようなものであるが，本来の自己受容はこのありのままの意味からも明らかなよ
うに，問題に直面し，苦悩する中から次第に育っていくものであるとしている。また，
宮沢(1987)は，自己受容性とは，自己を冷静に認識し，自己を肯定的に捉えるとい
うことであるとする。言い変えれば，自己の長所や短所を認識することが必要であ
るが，その認識は「だから自分はダメな人間だ」という評価になるのではなく，「そ
れでも自分は人間として価値ある存在であり，現在の自分を大切にして，自分を信
頼している」という自己の肯定的な受け容れとなっていることと述べている。先述
の沢崎(1984)の定義に従った鈴木・渡部(2005)は，内省の程度を軸にして，自分に
受容的で内省を十分行った場合は自己受容であり，自分に受容的であるが内省を十
分行っていない場合があきらめ・自己満足で，自分と十分向き合わず今のままでよ
いと感じている状態とした。そして，自己受容している場合は，他者と良好な関係
を持つことを志向するという。以上から，自己受容とは，その前提として自己と十
分向き合い，長所や短所を認識していることが必要であり，自分の存在を肯定的に
受け容れていることと言える。
　國分（1979）は，自己受容のできる人は人から受容された経験のある人，他者の
自分に対する態度を摂取して，自分が自分に対する態度を作るとも述べており，自
己受容は他者との関係を通して作られるのであろう。自己受容が子育てとどのよう
に関係するのかということについて，渡辺(2001)は，子どもにもっとも影響力のあ
る親の育児は，親自身がどのように育てられ，現在親がどのように周囲から支えら
れているかという現在と過去の絡み合った問題であると述べている。同時に，国際
的な愛着理論の研究は，虐待されて育った子は虐待しやすい親になりやすいという
結果を示しているが，これは決定的ではなく，親自身がつらい養育体験を，感情を
込めて振り返り内省することができると，我が子に葛藤を伝達しないですむと言わ
れているとも述べている。ここで指摘される「親自身がつらい体験を，感情をこめ
てふりかえり内省する」ためには，親自身が周囲から受け容れられ，ありのままの
自分を受け容れる，すなわち，自己受容できるようになる必要があると考える。また，
渡辺(2001)は，乳幼児臨床現場という辛い状況の中で，たくましさや優しさを深め
ていく家族は，幼児の時から，素手でありのままの飾らぬ自分で生きていけばいい
のだ，ということを日常生活の中で育まれてきたのだろうと，述べている。それは，
まだ幼児の時から，父母に深く愛されてきたことによるということである。このこ
とは，幼い頃にありのままの自分を受け容れられたことが，その後の人との関わり
の中で，重要な鍵になることを表している。山田・岡本(2006)は，自己受容を考え
る上で，受容する内容に２種類を想定することが妥当とし，自己の視点からの自己
受容に関する認識と，もう１つは，他者の視点を想定した時の自己受容の自己認識，
つまり他者に受容されていると感じることによって達成される自己の受容であると
している。他者に受け容れられる体験が安心感を生み，それが自己受容に繋がると
考えられる。
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　以上を踏まえ，本論では「他者から受容される経験が，自己受容を促す」という
仮説を立て，触れ合い体験による他者（幼児）から受容される経験が，自己受容を
促す可能性を検討する。先入観や条件なしに関わってくる幼児に受容される体験は，
日常的な人間関係とは異なり，生徒の心に残る経験となる可能性がある。触れ合い
体験のどのような要因が，効果を生み出しているのか明らかにし，そこを強化する
ことで，合理的に意義のある授業を作ることが可能となる。また，将来の子育てに
繋がる，長期的な効果も期待できる。本論では，幼児との触れ合い体験を通して，
中学生の時期に自己受容の萌芽が期待できるような授業の開発を目指す。
Ⅱ　授業開発の方法と内容
１　授業開発の方針と手順
　本来授業は，担当教員が作成した指導計画に基づき，その教員独自の教材や指導
法によるものである。本論では，そこに，授業内容の提案という形で第三者が介入
することになる。この時，学習指導要領に示された内容について，学習内容を減ず
ることがあってはならない，ということに留意せねばならない。また，教員が必要
と考える授業時間数を十分に確保できない状況にある中で，授業実践を依頼するた
め，現実的で効果的な内容を提案することが求められる。
　先ず，実施予定校の授業担当教員( ２名)から，中学校３年間の技術・家庭科，家
庭分野の指導計画を入手し，保育領域に係る時間数と指導時期を確認した。それに
よると，授業計画は2016年10月～ 12月の期間であり，授業時数は10時間（触れ合い
体験を含む）であること等が分かった。次に，本論の目的と概要を説明し，当該校
での実践が可能かどうか検討した。当該校で予定していた授業内容（以後，「元の
授業内容」と記す）は，これまでの当該校での実践を踏まえた研究の蓄積によるも
のであるが，担当教員も再考の余地を感じていた。そこで，元の授業内容を基本と
し，本論が提案する活動を組込む形で授業を構成し直し，提案することとした。更
に，授業実践は，当該校の教員によることとし，研究者は，幼児との触れ合い体
験においても，幼児や中学生への影響ができるだけ少ないように配慮し，フィー
ルドで観察者以外の役割を担わずに参加をする「消極的な参与観察」（passive 
participation）の立場を取ることとした。
　倫理的配慮として，対象生徒及び保護者に対する説明書を作成し，全員に配布した。
その中で研究の目的を説明すると共に，研究への参加に不同意の場合は，質問紙調
査票を提出しなくてもよいこと，何も書かずに提出してもよいこと，その場合でも
評価には全く関係のないことを明記するなどした。
　なお，本論は，岡山大学大学院教育学研究科研究倫理審査委員会の承認を得てい
る(平成28年10月24日付 課題番号９)。
２　授業対象と時期
（１）対象
　Ａ中学校２年生５学級，177名(男子94名，女子83名)である。校内での授業は各学
級半数ずつ（技術分野と並行）で実施し，幼稚園での触れ合い体験は学級毎で実施
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する。実施園は，３年保育のＢ幼稚園である。各年２学級，全園６学級編成である。
（２）時期
　2016年10 ～ 12月，毎週1回（50分授業）実施し，幼児との触れ合い体験は，学生
の教育実習や教員の研究会など，主な行事が済んだ後の12月に設定された。
３　授業の内容と構成
　表１には，今回作成された授業内容の概要を示した。元の授業内容としてあった「身
体の発達」「心の発達」「幼児の遊び」等を生かしながら，新たにワーク「これまで
の出会い，これからの出会い」，自己受容「幼児にかかわる私」「幼児の気持ちになっ
てみよう！」等を加え，全体の流れを構成した。また，事前・事後に質問紙記入の
時間を設定している。授業評価を目的とすると共に，生徒が振り返り，学習を深め
ることも意図している。以下，授業段階毎に概説する。
（１）身体の発育・発達についての学習(第1段階) 
　保育領域の導入として，第１段階に２回の授業を行う。内容は，次のとおりである。
①事前の質問紙調査
　授業の最初の時間に，質問紙調査を行う。上村(2007)による自己受容尺度（「誰と
いてもどんな人といても，よく劣等感に悩まされる（逆転項目）」など15項目）を用
いる。評定は「全くあてはまる（７点）」から「全くあてはまらない（１点）」まで
の７件法である。また，叶内・倉持(2014)の先行研究と比較するために，「人が自分
自身についてどのように感じるのかという感じ方」である自尊感情を測定する。さ
らに，幼児と自分に対する好意度について1から100までの数値で表現させ，生徒の
 
なお，本論は，岡山大学大学院教育学研究科研究倫理審査委員会の承認を得
ている(平成 28 年 10 月 24 日付 課題番号９)。 
 
２ 授業対象と時期 
（１）対象 
 Ａ中学校２年生５学級，177 名(男子 94 名，女子 83 名)である。校内での授
業は各学級半数ずつ（技術分野と並行）で実施し，幼稚園での触れ合い体験は
学級毎で実施する。実施園は，３年保育のＢ幼稚園である。各年２学級，全園
６学級編成である。 
 
（２）時期 
2016 年 10～12 月，毎週 1 回（50 分授業）実施し，幼児との触れ合い体験は，
学生の教育実習や教員の研究会など，主な行事が済んだ後の 12 月に設定された。 
 
３ 授業の内容と構成 
 表 1 には，今回作成した授業内容の概要を示した。元の授業内 としてあっ
た「身体の発達」「心の発達」「幼児の遊び」等を生かしながら，新たにワーク
「これまでの出会い，これからの出会い」，自己受容「幼児にかかわる私 等を
加え，全体の流れを構成した。また，事前・事後に質問紙記入の時間を設定し
ている。授業評価を目的とすると共に，生徒が振り返り，学習を深めることも
意図している。以下，授業段階毎に概説する。 
 
表１ 幼児との触れ合い体験を中心とした生徒の自己受容を促す授業（概要） 
  段階                      内 容  
第１段階   ◆事前質問紙調査                   [２時間] 
・身体の発育・発達 「動くあかちゃん事典」DVD 視聴  
        ●ワーク「これまでの出会い，これからの出会い」  
     （出会った人や経験の振返り）  
第２段階    ・心の発達 周りの人との関わり           [１時間] 
●ワーク自己受容「幼児にかかわる私」  
第３段階   ・幼児の遊び                    [１時間] 
・触れ合い体験の事前準備              [２時間] 
       ・触れ合いのきっかけ作り・・・折り紙、絵本、手遊び、おもちゃなど  
・幼稚園訪問時の心得                [１時間] 
       ・ワーク「幼児の気持ちになってみよう！」の説明  
第４段階   ◎触れ合い体験                   [２時間] 
（受容される経験）  
第５段階   ・触れ合い体験のまとめ               [１時間] 
             ●ワーク「幼児の気持ちになってみよう」（他者から見た自分）  
表１　幼児との触れ合い体験を中心とした生徒の自己受容を促す授業（概要）
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心的状態を捉える。この質問紙調査により，事前の生徒の心的状態を把握する。
②身体の発育・発達
　保育領域の学習内容として，身体の発育，感覚・運動機能の発達に関する事項が
ある。日常的に幼児と接する機会が少ない生徒に，DVD『動く赤ちゃん事典』（動画）
を通して，誕生から３歳までの身体の発育と感覚・運動機能の発達の様子を視覚的
に把握させる。キーワード「移動」を取り上げ，乳幼児２人の成長の様子を視聴さ
せる。寝返り，這い這いから歩行等へと身体機能が発達していく様子を視覚的に，
身近に捉えさせる。このDVDに収められている男児２人は，ほぼ同時期に生まれてお
り，３年間の成長の様子を比較しながら観ることにより，身体機能の発達に個人差
があることにも気付かせることができる。
（２）心の発達についての学習（第２段階）
　心の発達についての学習として，第２段階に１回の授業を行う。この中で，ワー
ク「これまでの出会い，これからの出会い」を行う。これは，人生満足度曲線 を参
考にして，中学生対象の授業用に作成したものである。このワークの記入例を図２
に示した。横軸を時間軸とし，出生から現在までの間に５年毎の時点を，さらに５
年後，10年後の時点を記す。縦軸を「気持ち」の指標とし，中央を「ふつう」，上方
に「いい気持ち・＋」，下方に「よくない気持ち・－」を示したワークシートを提示
する。先ず，「これまでの出会い，これからの出会い」について，人間は他者と時に
意見を交わし，具体的な関わり合いを通して「他者」と出会い，同時に「自己」と
出会うと説明する。次に，生まれてから現在までを振り返り，自分の気持ちを曲線
で表し，その時々に関わった人や体験した事を言葉や図で表すよう指示する。生徒は，
自分の幼少期を振り返り，親や家族，幼稚園・保育所で出会った先生や友達の印象
を思い出すであろう。このような，個人が過去に経験した出来事に関する記憶のうち，
自らの人生を振り返って想起・再現されるものを「自伝的記憶」（autobiographical 
memory）という。これには，過去に経験した出来事についての個人的な意味や意義，
 
い，その他，自分にとって大事な人との出会いや体験を振り返ることがで
きる。また，過去の辛かったこと，悲しかったこと，苦しかったこと等を思い
出す場合もあるが，いろいろな経験から形作られた結果として，今ここに生き 
ている自分を認め，「これでも精一杯だった」と受け容れる機会にする。同時
に，人は親や家族，そして身近な人々との関わりの中で成長することに気付か
せると共に、自分の気持ちの変化を客観的に捉えさせる。さらに，５年後，10
年後の自分を想像して，どうありたいか，希望的に描かせることを試みる。 
 
 
図２ ワーク「これまでの出会い，これからの出会い」のシート（部分） 
 
（３）触れ合い体験の事前準備（第３段階） 
第３段階として，遊びに関する学習と事前準備を合わせて４回の授業を行う。 
①幼児と関わるきっかけ作り 
幼児にとって遊びは，生活の中心を占める活動であり，遊びの中で，体や運
動機能，言語，情緒，社会性などが発達していき，「生きていく力の基礎」を身
に付けること，また，幼児は友達と遊ぶことで，その後の生活の基盤となる人
と関わる力を身に付けていくことを理解させる。そして，幼児との関わりを想
像させ，絵本を読んだり，遊び道具（お手玉）を製作したりする。 
②幼稚園訪問の心得 
幼稚園を訪問する際に必要な知識として，園生活の日程，園の約束事・禁止
事項，施設の見取り図を確認する。また，幼稚園は，幼児にとって生活する場
であり，大事な学び舎であることを確認する。訪問者として，ふさわしい服装
(頭髪を含む)を考えたり，効果的な名札を考案したりして，生徒各自で用意さ
せる。 
③分担 
１学級 36～37 人の生徒を，幼稚園の年少・年中・年長各２学級（全６学級）
に，ほぼ同数割り当てる。生徒の出席番号順に６～７人の班を作り，幼稚園の
学級毎に割り当てる。生徒は，各班の班長と挨拶担当者を決め，事前に挨拶等
の準備をしておく。 
図２　ワーク「これまでの出会い，これから い」のシート（部分）
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何らかの感情が含まれ，これまでの人生や生き方をどのように捉えているかといっ
た認識が少なからず反映されている。このワーク「これまでの出会い，これからの
出会い」によって，自分のあるがままの姿を受け容れた人との出会い，その他，自
分にとって大事な人との出会いや体験を振り返ることができる。また，過去の辛かっ
たこと，悲しかったこと，苦しかったこと等を思い出す場合もあるが，いろいろな
経験から形作られた結果として，今ここに生きている自分を認め，「これでも精一杯
だった」と受け容れる機会にする。同時に，人は親や家族，そして身近な人々との
関わりの中で成長することに気付かせると共に、自分の気持ちの変化を客観的に捉
えさせる。さらに，５年後，10年後の自分を想像して，どうありたいか，希望的に
描かせることを試みる。
（３）触れ合い体験の事前準備（第３段階）
　第３段階として，遊びに関する学習と事前準備を合わせて４回の授業を行う。
①幼児と関わるきっかけ作り
　幼児にとって遊びは，生活の中心を占める活動であり，遊びの中で，体や運動機能，
言語，情緒，社会性などが発達していき，「生きていく力の基礎」を身に付けること，
また，幼児は友達と遊ぶことで，その後の生活の基盤となる人と関わる力を身に付
けていくことを理解させる。そして，幼児との関わりを想像させ，絵本を読んだり，
遊び道具（お手玉）を製作したりする。
②幼稚園訪問の心得
　幼稚園を訪問する際に必要な知識として，園生活の日程，園の約束事・禁止事項，
施設の見取り図を確認する。また，幼稚園は，幼児にとって生活する場であり，大
事な学び舎であることを確認する。訪問者として，ふさわしい服装(頭髪を含む)を
考えたり，効果的な名札を考案したりして，生徒各自で用意させる。
③分担
　１学級36 ～ 37人の生徒を，幼稚園の年少・年中・年長各２学級（全６学級）に，
ほぼ同数割り当てる。生徒の出席番号順に６～７人の班を作り，幼稚園の学級毎に
割り当てる。生徒は，各班の班長と挨拶担当者を決め，事前に挨拶等の準備をして
おく。
④ワーク「幼児の気持ちになってみよう」の説明
　触れ合い体験では，初めて会った時の幼児の反応をよく観察するよう伝える。今
回触れ合う３～５歳の幼児は，中学生が来てくれたことを嬉しいと思っても，初めは，
気持ちとは違うことを言ってみたり，叩いたり蹴ったり等，気持ちとは逆の態度を
示してくることがある。また，近付いて来ない幼児もいるが，その幼児も中学生の
存在が気になっていること等，幼児の反応はいろいろあることを伝え，どれも幼児
からのメッセージとして受け取り，対応して欲しいことを伝える。次に，「幼児の気
持ちになってみよう」のワークシートを提示し，触れ合い体験の後まとめることを
伝える。同時に，幼児との会話や，幼児にどの程度受け入れられたと感じたか，記
述することも説明しておく。
⑤ワーク自己受容「幼児にかかわる私」
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生徒の自己受容を促す幼児との触れ合い体験に係る中学校家庭科の授業開発
　触れ合い体験の準備の仕上げとして，ワーク「幼児にかかわる私」を行う。この
ワークシートを図３に示した。自己受容の前提として，自分を客観的に捉えること
が必要であるため，級友の眼を通して自分を改めて認識させる機会とする。これは，
「ジョハリの窓」理論を用いた構成的グループエンカウンター（Structured Group 
Encounter;SGE）により，幼児との触れ合い体験で「幼児にかかわる私」の姿を客観
的に想像してみる活動である。このワークシートには，人の特長や印象を表す語群
を用意しておき，生徒は，まず自分自身について３つの言葉を選び，記録する。続
いて，同じグループの成員について，語群から当てはまる言葉をそれぞれ３つずつ
選び，伝え合う活動を行う。「ジョハリの窓」理論によると，自分が選んだ言葉と，
他の人が選んだ言葉が同じ場合は，自分の感情，態度，観察できる行動が共有され
ている情報であるが，自分が選ばなかった言葉を他の人が選んだ場合，それは，私
自身の在り方で他人にしか見えていない情報であり，他人しかもっていない情報で
ある。他の人達からはあからさまに見えているが，「私には見えない私」であり，自
分の盲点に気が付く機会となる。この活動の中で，他の人が選んだ言葉を，今は受
け入れることができず，戸惑いが生じる者もいるだろう。しかし，柏木(1989)は，
自分の直接体験にだけ根ざした自己像に加えて，他者から自分がどう見られている
かを把握することが可能になることによって， 自己の認識はいっそう多様なものと
なるとする。このように，私的自己が刺激されたり，自分を客観的に捉えたりする
などの変化が期待できるであろう。この活動の最後に，他者から見た自分を加えて，
自分を客観的に描き，その自分が「幼児にかかわる私」として，幼児と触れ合う時，「幼
児はあなたのことをどんな人と思うだろうか」と想像させ，文章で表現させる。
 
流を終わり し，片付けをする。その後，班の代表がお別れの挨拶をし，お礼
の言葉を述べる。 
 
 
図３ ワーク「幼児にかかわる私」のシート 
 
（５）触れ合い体験のまとめ（第５段階） 
第５段階として，事後学習等に１回の授業を行う。 
①まとめ 
幼稚園での触れ合い体験を思い出しながら，事前に提示しておいたワークシ
ート「幼児の気持ちになってみよう」に記入させる。先ず，初めて会った時の
幼児の様子から，幼児の気持ちを想像させる。幼児は，初めて会う中学生に声
を掛けたり，手をつなぎに来たりして誘ってくる。このような幼児との関わり
を，他者から受容される１つの体験として振り返りを促す。 
②事後質問紙調査 
事前と同様の質問紙により，先ず，自己受容及び自尊感情尺度による質問を
する。次に，幼児に受け入れられたと感じた程度，幼児との触れ合いを楽しい
と感じた程度，自分を好きな程度について，1 から 100 までの数字で表現させ
る。また，文章完成法により，「私は触れ合い体験で＿」「あの時＿」「私にとっ
て触れ合い体験は＿」の言葉に続く文章や，感想等を記述させる。この後，各
班や学級全体で発表する機会を設け，触れ合い体験の内容や感想を共有させる。 
 
図３　ワーク「幼 かわる私」のシート
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（４）触れ合い体験(第４段階)
　第４段階として，触れ合い体験の時間を幼稚園までの往復を含め，授業２回分を
設定する。先ず，班ごとに担当の保育室に入り，幼児と挨拶を交わす。その後，自
由に幼児と交流する。今回の交流時間は，幼児が登園した直後の9:00から10:00まで
の，自由遊びの１時間である。10:00になったら，幼児との交流を終わりにし，片付
けをする。その後，班の代表がお別れの挨拶をし，お礼の言葉を述べる。
（５）触れ合い体験のまとめ（第５段階）
　第５段階として，事後学習等に１回の授業を行う。
①まとめ
　幼稚園での触れ合い体験を思い出しながら，事前に提示しておいたワークシート
「幼児の気持ちになってみよう」に記入させる。先ず，初めて会った時の幼児の様子
から，幼児の気持ちを想像させる。幼児は，初めて会う中学生に声を掛けたり，手
をつなぎに来たりして誘ってくる。このような幼児との関わりを，他者から受容さ
れる１つの体験として振り返りを促す。
②事後質問紙調査
　事前と同様の質問紙により，先ず，自己受容及び自尊感情尺度による質問をする。
次に，幼児に受け入れられたと感じた程度，幼児との触れ合いを楽しいと感じた程度，
自分を好きな程度について，1から100までの数字で表現させる。また，文章完成法
により，「私は触れ合い体験で＿」「あの時＿」「私にとって触れ合い体験は＿」の言
葉に続く文章や，感想等を記述させる。この後，各班や学級全体で発表する機会を
設け，触れ合い体験の内容や感想を共有させる。
Ⅲ　結果と考察
　以上のような授業の流れに沿って，主に参与観察に基づき，ここでは実践の結果
を記す。また，観察者及び授業担当者による評価等を参考に，授業開発の視点から
考察を加える。
１　事前学習による幼児理解と振り返り
　本論で使用した自己受容尺度は，大学生を対象として作成されたものであったた
め，中学生にとって語句の読みや，意味が難しいところがあった。事前の配慮として，
全ての漢字に振り仮名を付けたが，「劣等感」「自意識過剰」等について，「意味が分
からない」等という質問が出た。その都度，担当教員から説明をして対処したため，
調査には重大な問題がなかったと判断した。また，「幼児にかかわる私」のワークシー
トに示した言葉は，人の特長や印象を表すものとしており，欠点や批判と受け取ら
れないように配慮した。この活動により，他の人から見た自分について，新たな情
報を得ることができたり，自分が思っていた自分と違う言葉が告げられた場合は，
なぜ，そう思うのかという理由を聴くこともできたりした。さらに，お手玉作りは，
被服領域との複合題材として設定されたが，生徒の縫製技術が未熟なためか，幼児
の扱いが手荒いためか，中身が飛び出すお手玉が多く出た。生徒はお手玉を手直し
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することとなり，幼児から厳しい評価を受けたと言える。これも現実として受け止め，
安全な玩具や，製作方法を工夫する必要があることに気付く契機になったと考える。
２　触れ合い体験での事例に見る中学生の変容
　幼稚園訪問を楽しみにしていた生徒がいる一方，事前には，幼児と関わることに
苦手意識を持っている生徒もいた。始めの対面の場面で，身振り手振りを交えて挨
拶をした生徒は，平生の様子からは想像できない程興奮していた(中学校教員談)。
また，幼児と転がしドッジボールをして遊ぶ中で，初めは力加減が難しかった様子で，
幼児から「速すぎる」「痛いよ」等と言われていたが，次第に力加減が分かり，問題
なく交流が続いた。自分の方から幼児に寄って行くのが難しい様子の生徒もいた。
その生徒に，中学校教員からの声掛けがあったり，幼児から「一緒に，○○しよう」
という誘いの声が掛かったりすると，生徒が，幼児に近付いて行く様子が見られた。
更に，幼稚園教員から，「○○ちゃんが作った車が壊れて，動かなくなったので直し
てあげてほしい」と手渡され，修理する場面もあった。このような生徒は幼児に「誘
われた」気持ちになり，「自分も受け入れてもらえた」と感じたのではないかと推測
する。
　年長組には，段ボール製の大型電車があり，内装は凝った作りになっていた。運
転席や自動ドアなど，電車の部品１つ１つに，本物に近づけようとした努力の跡が
見えた。中学生が，幼児の意欲や能力を見直すことに繋がったと推測する。また，
５日間，幼児とのドッジボールが続いた。ボールを投げる際，中学生は手加減するが，
幼児は全力で投げてきた。中学生にとって，その強さは思った以上で，受け取れな
いことも度々であった。この場面でも，中学生は，幼児の身体機能の高さに驚いた
であろう。このように幼児との触れ合い体験は，直接的な関わりであり，幼児の体力・
能力・意欲を実感として感じることができたと考える。中学校側からの申し出によっ
て計画されたこの触れ合い体験は，幼稚園側にとっては負担等があると推測できる
が，その効果は，決して一方的なものではないと考える。少子化や都市化が進んで
いる現代では，日常的に異年齢集団で遊ぶことが難しくなっており，教育の一環と
して設定しても，相互互恵性が成立すると考える。
３　事後学習と担当教師による評価
　本論による授業内容について，担当教員への質問紙形式で，意見・感想を得た。
その内容を整理すると次のようになる。第１に，ワーク「これまでの出会い，これ
からの出会い」への取組みでは，少し困難な生徒の様子が見られた。特に幼児期の
出来事を覚えていないため，時間がかかった。事前に親や家族から話を聞いたり，
写真や成長記録を見たりして，「保育レポート」としてまとめさせるとよいのではな
いかと考える。第２に，「動く赤ちゃん事典（DVD）」の映像を生徒は大変興味深く視
聴し，幼児の様子をよく観察していた。このDVDの効果的な使用についての工夫をす
れば，生徒の思考をもっと引き出せると考える。第３に，自己受容「幼児にかかわ
る私」に関する活動において，「自分のことをどう思われているか」ということにつ
いて考えたことは，生徒にとって大きな影響を与えたと考える。眼鏡をしていたら，
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マスクをしていたら，背が高いから，冷静に見えるから等という自分の特徴と人に
与える印象との関わり，特に「外観」に気付いたようだ。第４に，幼児との触れ合
い体験について，不安に思っていた生徒にとって，授業が不安要素の軽減になった
と考える。訪問前には「苦手だ」「寄ってこなかったらどうしよう」と言っていた男
子生徒がいたが，学習を通して，少しずつ気持ちが変化していったのか，幼稚園で
も問題なく幼児と関わることができ，本人も周りの生徒も驚いていた。
Ⅳ　総合的考察と今後の課題
　本論では，「他者から受容される経験が，自己受容を促す」との実践的な仮説を立て，
触れ合い体験による他者から受容される経験が，自己受容を促す可能性を検討した。
その結果として，次の点を挙げることができる。第１に，幼児の成長についての学
習や，ワーク「これまでの出会い，これからの出会い」を通して，生徒は，これま
での人生を振り返り，親や家族に受容されて成長してきたことや，周りの人の関わ
りの重要性に気付くことができたと考える。第２に，幼児の成長過程を理解した後
の触れ合い体験は，学習内容を実際に確認する機会となった。また，触れ合い体験は，
幼児の姿を通して過去の自分を思い出すことができると共に，中学生にとって，無
条件に受け入れられる貴重な体験の１つとなったと考える。第３に，ワーク「幼児
にかかわる私」を通して，他人から見た自分を知る機会になり，これまで自分が考
えていた自分とは違う自分に気が付くことができた生徒もいたと考える。柏木（1989）
が自己概念の形成について，幼少時に親あるいは環境によって「作られた性格」から，
自分で「能動的に形成し作り出してゆく」ことが青年期には可能であり，果たされ
るべき課題としている。他の人から告げられた言葉のうち，今は受け容れられない
ものがあるが，今後，様々な人との出会いや体験によって，受け容れられ，自己概
念の一部となる可能性もある。また，梶田(1992)は，自己形成ないし自己実現へと
向かう態度や意欲は，児童期から青年期にかけて，家庭と学校において与えられる
さまざまの課題と取組む中で，その基盤が作られると述べている。中学生という時
期は，青年期以降に向けて自己概念を形成していく時期に差し掛かっており，この
時期に客観的に自分を捉える契機を得たと考える。
　今後の課題として，中学生の変容についての検証がある。訪問前には，「苦手だ」
「寄ってこなかったらどうしよう」等と言っていた生徒が，学習を通して，少しずつ
行動や気持ちが変化していったのか，幼稚園では問題なく幼児と関わることができ，
本人も周りの生徒も驚いていたという担当教員の感想があった。本論の一連の授業
内容の何が，生徒をどのように変容させたのか，質問紙調査の結果から検証するこ
とが次の課題である。
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Development of Junior High School Home Economics Classes Related to Contact 
With Infants that Encourages Self-acceptance
Etsuko KANDO※1, Mika KATAYAMA※2, Toshiyuki TAKAHASHI※2, Osamu NISHIYAMA※2
  The significance of junior high school students’ experience of contact 
with infants has been shown in previous studies, but there has not been 
enough empirical research on which part of the experience produces effects. 
Therefore, in this paper, we form a hypothesis that “experience of 
acceptance others encourages self-acceptance” and examine the possibility 
that the experience of acceptance from others we gain through contact 
encourages self-acceptance. Infants are expected to be involved in 
contact experiences with no preconceptions or conditions. The experience 
of acceptance by infants is a rare experience that differs from daily 
interpersonal relationships for students. It may be possible to rationally 
develop meaningful classes by intentionally reinforcing it. Furthermore, 
long-term effects that translate into future child-rearing can be expected. 
In this paper, based on the aforementioned hypothesis, we focused on the 
self-acceptance of students to develop and report on home economics classes 
that encourage it.
Keywords: infants, junior high school students, interactive experiences, 
self-acceptance, development of home economics classes
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